
回 年　月　日 曜 学校名 年　組 活　動　内　容 参加児童数(職員数) 講師数

1 令和1年5月9日 木 Ｎハウス 小３～中３ 流しそうめん、ピザ作り 5 0

2 令和1年6月11日 火 ５の３ 28 10

3 令和1年6月12日 水 ５の２ 29 8

4 令和1年6月13日 木 特別支援 小1～中３ 五平餅作り 16 13

5 令和1年6月14日 金 西 ５の１ 飯盒炊さん、カレーライス作り 29 9

6 令和1年6月18日 火 ５の１ 24 8

7 令和1年6月19日 水 ５の２ 25 8

8 令和1年6月20日 木 １の１ 33 5

9 令和1年6月21日 金 １の２ 34 5

10 令和1年6月25日 火 １の３ 34 6

11 令和1年6月27日 木 ５の１ 34 9

12 令和1年6月28日 金 ５の２ 32 11

13 令和1年7月3日 水 ５の３ 34 9

14 令和1年7月4日 木 ５の４ 35 9

15 令和1年7月5日 金 ５の６ 34 8

16 令和1年7月9日 火 ５の５ 36 9

17 令和1年7月10日 水 ５の４ 36 9

18 令和1年7月11日 木 ５の３ 36 8

19 令和1年7月12日 金 ５の２ 35 8

20 令和1年7月17日 水 ５の１ 34 9

21 令和1年8月22日 木 愛知教研 職員 講演会、竹とんぼ作り 45 0

22 令和1年8月23日 金 北小 職員 現職教育 28 2

23 令和1年9月6日 金 ５の１ 39 8

24 令和1年9月10日 火 ５の２ 39 9

25 令和1年9月13日 金 ５の３ 39 9

26 令和1年9月18日 水 ５の１ 35 9

27 令和1年9月19日 木 ５の２ 34 8

28 令和1年9月20日 金 ５の３ 35 8

29 令和1年9月25日 水 ３の５ 38 12

30 令和1年9月26日 木 ３の４ 38 12

31 令和1年9月27日 金 ３の３ 39 13

32 令和1年10月1日 火 ３の２ 37 12

33 令和1年10月2日 水 ３の１ 38 13

34 令和1年10月4日 金 ２の１ 26 11

35 令和1年10月9日 水 ２の２ 27 9

36 令和1年10月10日 木 ２の３ 28 8

37 令和1年10月11日 金 ２の４ 29 8

38 令和1年10月16日 水 １の１ 32 9

39 令和1年10月17日 木 １の２ 32 10

40 令和1年10月18日 金 １の３ 31 9

41 令和1年10月23日 水 ２の６ 31 10

42 令和1年10月24日 木 ２の５ 31 8

43 令和1年10月25日 金 ２の４ 30 9

44 令和1年10月29日 火 ２の３ 31 8

45 令和1年10月30日 水 ２の２ 33 8

46 令和1年10月31日 木 ２の１ 32 7

47 令和1年11月6日 水 １の１ 30 8

48 令和1年11月7日 木 １の２ 28 10

49 令和1年11月8日 金 １の３ 28 11

50 令和1年11月13日 水 １の４ 30 10

51 令和1年11月14日 木 １の５ 29 10

52 令和1年11月15日 金 １の６ 33 10

53 令和1年11月19日 火 Ｎハウス 小５～中３ 焼き芋、竹串作り 9 0

54 令和1年12月4日 水 ２の１ 27 8

55 令和1年12月5日 木 ２の２ 29 8

56 令和1年12月6日 金 ２の３ 28 8

57 令和2年1月15日 水 ３の１ 35 13

58 令和2年1月16日 木 ３の２ 35 12

59 令和2年1月17日 金 ３の３ 37 12

60 令和2年1月23日 木 ３の１ 37 13

61 令和2年1月24日 金 ３の２ 36 12

62 令和2年1月29日 水 ３の１ 38 12

63 令和2年1月30日 木 ３の２ 39 12

64 令和2年1月31日 金 ３の３ 37 12

65 令和2年2月5日 水 ３の４ 39 12

66 令和2年2月12日 水 ３の１ 39 12

67 令和2年2月13日 木 ３の２ 40 13

68 令和2年2月19日 水 ２の１ 33 8

69 令和2年2月20日 木 ２の２ 32 8

70 令和2年2月21日 金 ２の３ 33 8

　　　　　　　　　　　　　令和元年度　平成こども塾学校連携活動報告書 　　　　　　　　　　　資料１                   　　　　

西 飯盒炊さん、カレーライス作り

東 飯盒炊さん、カレーライス作り

長久手 七夕飾り作り

北 飯盒炊さん、カレーライス作り

市が洞 飯盒炊さん、カレーライス作り

長久手 飯盒炊さん、カレーライス作り

南 飯盒炊さん、カレーライス作り

市が洞 昔のおこしもの作り

南 走る木車作り、焼き芋

東 カスタネットとどんぐりやじろべえ作り、焼き芋

市が洞 餅つき、昔の遊び

北 松ぼっくりのクリスマスツリー作り、焼き芋

西 餅つき、昔の遊び

南 昔のおこしもの作り

東 かまどでご飯をたいて五平餅作り

北 昔のおこしもの作り

西 昔のおこしもの作り

長久手 餅つき、昔の遊び



プログラム名 飯盒炊さんとカレーライス作り

日 時 ・ 対 象

① 令和元年 ６月１１日（火）～１４日（金） 西小学校 ５年生

② 令和元年 ６月１８日（火）、１９日(水) 東小学校 ５年生

③ 令和元年 ６月２７日（木）～７月４日(木) 北小学校 ５年生

④ 令和元年 ７月 ５日（金）～１７日（水） 市が洞小学校 ５年生

⑤ 令和元年 ９月 ６日（金）～１３日(金) 長久手小学校 ５年生

⑥ 令和元年 ９月１８日（水）～２０日（金） 南小学校 ５年生

ね ら い

・炉の作り方、まき火のおこし方、飯盒でのご飯の炊き方、カレーの作り方等、飯

盒炊さんの基礎的知識・技術等を体験を通して身に付ける。

・飯盒炊さんを行う時の安全について理解する。

・一連の活動を通して、協力・協働の大切さを身に付ける。

参加児童数 ①８６名 ②４９名 ③１３５名 ④２１１名 ⑤１１７名 ⑥１０４名 計７０２名

講 師 数 ①２８名 ②１６名 ③３８名 ④５１名 ⑤２６名 ⑥２５名 計１８４名

活 動 内 容

・班ごとに風向きなどを確認し、炉の向きや高さなど考え、安全で使いやすい炉

を耐火レンガで積み上げる。できた炉で飯盒炊さんをする。

・まき割りや火おこしを体験する。

・カレーの材料をその性質に合わせて切る。

・自然木を使ってキーホルダーを作る。

児 童 感 想

※ とても良かった６０８名 良かった８２名 あまり良くなかった１名

未回答１１名

・共同作業をしていくうちに班が一体になれて良かった。

・いろいろ失敗はあったけど、生まれてから一番おいしいカレーライスを作ること

ができて良かった。

・今日一番心に残ったことは、レンガを運んで炉を作ったこと。カレーライス作り

の土台になったから。

・皮むき器でジャガイモの芽を取る方法を初めて知った。

・実際のキャンプでは講師の先生はいないので、今日の体験で学んだことを忘

れず、こども塾以上に頑張っておいしいカレーライスを作りたい。

・薪を割ったことがなかったので少し緊張したけど、やってみるととても楽しかっ

た。

・薪を割ると心がすっきりしたから、薪割りが一番心に残った。

・キーホルダー作りではお気に入りの木を見つけ、うまく書けたので良かった。

・キーホルダーの材料は大きさや形などいろいろな物があり、とても迷った。で

も、良い絵が描けたことがとてもうれしかった。

教 師 感 想

※ とても有意義であった４６名

・火のおこし方からおいしいカレーライスの作り方、協力する大切さ、感謝の気持

ちなどきめ細かく丁寧に教えてもらいありがたかった。

・片付けは子どもの手で最後までさせたい。



プ ロ グ ラ ム 名 七夕かざり

日 時 ・ 対 象 令和元年６月２０日(木)、２１日(金)、６月２５日(火) 長久手小長久手小 １年生

ね ら い

・色紙で切り子、輪飾り、吹き流し、提灯などを作り、願いを書いた短冊とと

もに笹に結び付けて七夕飾りを作ることができる。

・安全に気をつけて、活動することができる。

・昔からの日本の文化について知る。

・仲良く、助け合って活動することができる。

参 加 児 童 数 １０１名 計 １０１名

講 師 数 １６名 計 １６名

活 動 内 容

・いろいろな種類の七夕飾りを作る。

・飾りを取れないように、しっかりと笹に結び付ける。

・出来た七夕飾りを互いに見せ、楽しむ。

児 童 感 想

※とても良かった９５名 良かった４名 未記入２名

・七夕飾りの提灯がうまく作れた。

・難しいところもあったけど先生のお陰で上手に楽しくできた。

・折り紙の織姫がちょっと難しかった。

・提灯を作るのが一番難しかった。

・切り子は切るのが難しかったけどきれいにできた。

・切り子を切るのが楽しかった。

・竹たたきが楽しかった。

･竹の音がおもしろかった。

・竹林へ行くことができて良かった。

教 師 感 想

※ とても有意義であった７名

・子どもたちが非常に楽しみにしていた行事だった。細やかな準備に感謝し

ている。

･はしゃぎ過ぎた子どもが眠ってしまったとき温かく接してくださりありがたか

った。心許せる場が少ないその児童が本当に安らげたのだと思う。

・道具を忘れた児童にも用意していただき助かった。

・説明の言葉が早口と感じたときがあった。真ん中ぐらいのレベルの児童に

合わせて進めてもらえると苦手な児童の支援に入りやすいと思った。

・感想プリントの行数が１年生にとっては多い。



プログラム名 餅つきと昔の遊び体験

日時 ・ 対象

①令和元年１０月２３日(水)～２５日(金)、２９日(火)～３１日（木） 市が洞小学校２年生

②令和元年１２月４日（水）～６日（金） 西小学校 ２年生

③令和２年２月１９日（水）～２１日（金） 長久手小学校 ２年生

ね ら い

・昔から伝承されてきた食文化の一つである餅つきを体験して、先人の身近な知

恵や技術の伝承の大切さを学ぶ。

・一連の活動を通して、協力・協同の大切さを学ぶ。

・地域の方々との交流を通しコミュニケーション能力を身に付ける。

参加児童数 ① １８８名 ② ８４名 ③ ９８名 計 ３７０名

講 師 数 ① ５０名 ② ２４名 ③ ２４名 計 ９８名

活 動 内 容

・餅つきについていわれ等の話を聞く。

・かまど、お釜、せいろ、すのこ等の昔餅つきに使った道具の説明を聞く。

・全員で杵を使い餅をつき、試食をする。

・こま回し、竹トンボ、けん玉、だるま落とし等を体験して遊ぶ。

児 童 感 想

※ とても良かった ３１６名 良かった ４６名 未回答 ４名

・きねがすごく重くてお餅をつくのが難しかった。

・自分たちでついたお餅は何も味をつけなくてもおいしかった。

・お餅を８個も食べられてうれしかった。

・初めてお餅に大根おろしをつけて食べた。辛かったけれどおいしかった。

・お米がだんだんお餅になっていくのを初めて見てすごいと思った。

・大根おろしはお餅と味が合うとは思わなかったけど、とてもおいしかった。今年

のお正月は大根おろしでお餅を食べてみようと思う。

・つきたてのお餅を味を何もつけずに食べたら、とてもおいしかった。

・だるま落としは簡単そうに見えたけど意外と難しかった。

・初めて竹とんぼをした。でも、どこかに行ってしまいそうなほど高く飛んでうれし

かった。

・生まれて初めてこまを紐で回せてうれしかった。

・だるま落としで 3回も全部ぬくことができて楽しかった。

・けん玉は難しくて上手にできなかったけど、また挑戦してできるようになりたい。

・竹とんぼがうまく飛んでうれしかった。

・竹林遊びで竹の高いところまで登ったら、先生に「すごいね」と褒められてうれし

かった。

・竹林でのそり滑りは足を高く上げるとすごくスピードが出て楽しかった。

・竹をたたくといろいろな音がして楽しかった。

・雨降りのお陰で紙とんぼを持ち帰ることができてうれしかった。

教 師 感 想

※ とても良かった ２３名 未回答 ４名

・どの児童も自分の役割があり、生き生きと活動できていたのがよかった。

・手洗い場にお湯を用意していただいたおかげで食器洗いも嫌がることなくやれ

てよかった。

・講師の先生方がとても温かく接してくださり、児童も職員も楽しく活動することが

できた。

・雨でも楽しめるプログラムになっていた。

・ワークシートを書くのは学校に帰校してからでよいと思った。



プログラム名 カスタネットとドングリやじろべえ作りと焼き芋

日 時・対 象 令和元年１０月１６日(水)～１８日（金） 東小学校 １年生

ね ら い

・自然を観察し、秋を体感する。

・自然の中にある材料(草花・木の実・種等)を使って、カスタネットやドングリや

じろべえを作ることができる。

・安全に気をつけ、協力して活動する。

参加児童数 ９５名 計 ９５名

講 師 数 ２８名 計 ２８名

活 動 内 容

・まきを勢いよく燃やし、おき火を作る。

・芋を新聞に包み、濡らした後アルミホイルに包み、おき火に入れ焼く。

・焼き芋を試食する。

・カスタネットの材料に絵を描く。

・ゴムを通して、カスタネットを作り、音の出具合を確かめる。

・班ごとに歌に合わせて演奏する。

・ドングリにバランスを考えて竹の棒を通す。

・左右のバランスを見て、修正する。

・やじろべえを揺らしてして遊ぶ。

児 童 感 想

※ とても良かった８２名 良かった１３名

・カスタネットはとても良い音がした。

・カスタネット作りが難しかった。

・カスタネット作りが楽しかった。

・カスタネットの演奏が楽しかった。

・やじろべえ作りが楽しかった。

・やじろべえが倒れないように工夫した。

・どんぐりやじろべえにいろいろな飾りをつけて楽しかった。

・こんなにおいしい焼き芋は初めて食べた。

・焼き芋が苦手だったけど、焼き芋の味に慣れた。

・焼き芋がおいしくなるようにおまじないをいっぱいかけたら、本当においしくな

った。

・竹林遊びが楽しかった。

・竹たたきで、たたく場所によって音が違った。

・竹登りが楽しかった。

・そり遊びが楽しかった。

・ここを秘密基地にしたいと思った。

・熊（竹熊）の家の中がきれいだった。

教 師 感 想

※ とても良かった５名 未回答１名

・竹のカスタネットはすてきな音色で良かった。

・安全への配慮がありがたかった。

・工作板の位置をもう少し手前にしておくと良いと思った。机で作業をし、汚して

いる児童がいたので。



プログラム名 走る木車と焼き芋作り

日 時・対 象 令和元年１０月４日(金)、９日(水)～１１日（金） 南小学校 ２年生

ね ら い

・自然の素材を使って走るおもちゃを作ることができる。

・焚火を炊いて焼き芋を作り、秋の味覚を味わう。

・安全に気をつけ、協力して活動することができる。

参加児童数 １０９名 計１０９名

講 師 数 ３７名 計３７名

活 動 内 容

・道具などの使い方や作る手順を聞く。

・車体に車軸と車輪を取り付け走ることを確認する。

・デザインを工夫してパーツを取り付けていく。

・完成したら、観賞会を開く。

・まきを勢いよく燃やし、おき火を作る。

・芋を新聞に包み、濡らした後アルミホイルに包み、おき火に入れ焼く。

・焼き芋を試食する。

児 童 感 想

※ とても良かった１０４名 良かった３名 良くなかった１名 未回答１名

・ライトに色を塗ったり、煙突を作ったり、予備のタイヤをつけたり、いろいろ工

夫をして木車を作った。

・木車作りの鑑賞会で友達に「タイヤがかわいいね」と言われてうれしかった。

・木車作りの材料がいっぱいあってとても悩んだけれど、上手にかわいく作れ

て良かった。

・熱々でほかほかの焼き芋が食べられてうれしかった。

・スーパーで買った焼き芋よりもっとおいしかった。

・芋をたき火の投げ入れるとき顔がとても熱かったけれど、焼けた芋は最高に

おいしかった。

・アルミホイルに包んだ芋を「おいしくなあれ」と言いながら焼くと、とても甘くお

いしかった。

・木登りはあまり得意でないけれど、竹登りは上手にできてうれしかった。

・竹林遊びではそり滑りが楽しかった。最初はうまくできなかったけど、足を上

げるとよく滑った。

・竹を棒でたたいたら、竹によって音の高さが違っていて驚いた。

・ドレミの音がする竹を見つけるのは難しかったけれど、馴れてくるとすぐに見

つけられるようになって楽しかった。

教 師 感 想

※ とても良かった ８名

・どの子にもすてきな木車に仕上がったのは材料を準備していただいたお陰で

ある。

・竹林で遊ぶという体験は子どもたちに貴重なので今後も続けてほしい。

・講師の先生の話がやや難しかった。



プログラム名 松ぼっくりのクリスマスツリー作りと焼き芋

日時 ・ 対象 令和元年１１月６日（水）～８日(金)、１３日(水)～１５日(金) 北小学校 1年生

ね ら い

・松ぼっくりにいろいろ飾りをつけて、クリスマスツリーを作ることができる。

・たき火をたいて焼き芋を作り、秋の味覚を味わう。

・仲良く、助け合って活動することができる。

参加児童数 １７８名 計 １７８名

講 師 数 ５９名 計 ５９名

活 動 内 容

・たき火の中に、一人ずつ切った竹を投げ入れ、たき火の体験をする。

・サツマイモを洗い、新聞紙に包み、水に浸してから、アルミ箔で包む。

・アルミ箔で包んだサツマイモをたき火（おき火）の中に入れる。

・ツリーを作るため、用意されたいろいろな材料の中からを選ぶ。

・台座に自分でデザインをしながら、木工用ボンドで一つずつ接着していく。

・完成したものを互いに見せ合い、評価する。

・焼き芋を食する。

児 童 感 想

※ とても良かった １６９名 良かった ６名 あまり良くなかった １名

未回答 ２名

・大きな松ぼっくりにたくさんの種や木の実をつけて、すてきなクリスマスツリーが

できてうれしかった。

・松ぼっくりに飾りをつけるのはちょっと難しかったけど、上手に作れて良かった。

・一番楽しかったのはクリスマスツリー作りだ。みんなでいっぱい考えて、みんな

でいっぱい笑って、笑顔がいっぱいの平成こども塾になったと思った。

・いろいろな飾りの木の実があっておもしろかった。

・松ぼっくりにいろいろなパーツをつけてきれいなクリスマスツリーができた。

・焼き芋作りでは最初はお線香のにおいがして火が怖かったけれど、離れてい

れば大丈夫と分かり、上手に芋をたき火に入れられた。

・心を込めて包んだお芋だし、たき火で焼いたお芋だから、ふつうの芋より甘くて

おいしかった。

・芋をたき火に入れるとき、顔が熱かったけど楽しかった。

・焼きたてのお芋はとても熱くて、半分に割るとおいしそうなにおいがして、食べ

ると口の中で甘さが溶けて「世界一だな」と思った。

・この世で食べた中で一番おいしいお芋だった。

・竹林遊びで、竹の高いところまで登れて良かった。

・竹登りでみんなに「すごい」と言われてうれしかった。

・竹林遊びではそり滑りはスピードが出て一番おもしろかった。

・竹をたたいたらいろいろな音がした。

教 師 感 想

※ とても良かった １４名 未回答 １名

・クリスマスツリー作りでは、材料を豊富に用意していただき、どの子も楽しく素

敵な作品を作ることができた。

・焼き芋作りでは、いろいろな体験に「うわあ」「すごい」と心から感動している子

どもたちの姿にこちらも感動してしまった。

・講師の方の手厚いサポートがあり、たき火や竹林等の危険が伴う場面でも安

全に活動ができた。



プログラム名 昔のおこしもの作り

日時 ・ 対象

①令和元年９月２５日（水）～２７日（金）１０月１日(火)、２日（水） 市が洞小学校 ３年生

②令和２年１月１５日（水）１６日（木）１７日（金） 南小学校 ３年生

③令和２年１月２９日（水）～３１日(金)２月５日（水） 北小学校 ３年生

④令和２年２月１２日（水）、１３日（木） 西小学校 ３年生

ね ら い

・郷土の素朴なお菓子としてのおこしものを作る体験を通して、昔から伝えられ

てきた日本の食文化の伝統にふれる。

・一連の活動を通して、協力・共同の大切さを身に付ける。

・地域の方との交流を通して、コミュニケーション能力を高める。

参加児童数 ①１９０名 ②１０７名 ③１５３名 ④７９名 計５２９名

講 師 数 ①６２名 ②３７名 ③４８名 ④２５名 計１７２名

活 動 内 容

・おこしもののいわれについて話を聞く。

・焚きつけのまきを作り、かまどで湯を沸かす。

・米粉にお湯を入れ、生地を作り、型に入れおこしものを作る。

・おこしものをせいろうで蒸し、冷水をかける。

・乾かしたあと、七輪で焼き、砂糖醤油をつけて試食する。

児 童 感 想

※ とても良かった４７８名 良かった４８名 あまり良くなかった２名

未記入１名

・蒸したおこしものを水につけると色が変わったので驚いた。

・昔の道具を使って作ると時間が長くかかるけれど、時間がかかるほどおいしい

ということが分かった。

・七輪で焼いたおこしものはとてもおいしかった。

・おこしものは、みんなで協力して作ったからおいしかった。

・おこしもの作りで生地を練ったり、型に入れたりするのが楽しかった。

・魔法のたれは本当においしかった。

・講師の先生がとても優しく教えてくれて、また来たいと思った。

・エプロンシアターは手作りのものがたくさんあってすごいなと思った。

・エプロンシアターでは、どんなもの食べたら体によいかのか、どんなものを食べ

たら体を丈夫にできるのか、ということを学んだ。これからは気をつけて食事をし

たいと思った。

・エプロンシアターは体の中の仕組みがよく分かって、とても勉強になった。

・竹林遊びで竹登りをした。高いところまで登ると竹が揺れて少しこわかった。

・そり滑りは、足を高く上げたらスピードが出た。

・竹によって音が違うのでいろいろな竹をたたいてみた。いろいろ違う音が出て楽

しかった。

・ドレミの音が出る竹を見つけることができてうれしかった。

教 師 感 想

※ とても良かった２１名 未記入２名

・１つのグループに２人の講師が入り、手厚い、きめ細かな指導がなされ良かっ

た。

・地域の伝統文化を生きた形で学べる貴重な機会となっている。

・その場で作文を書くことで振り返りがしっかりとできる。

・児童全員に役割があり、協力し合うように講師の先生に声をかけてもらい、児

童は達成感、満足感を十分感じることができた。


